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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
近年、腫瘍の生存においてlmeage・SpeCi丘cdependencyの存在を示唆する報告がなされている。  
TTF・1は、肺の発達とterminalrespiratory unit（TRU）cellの機能の維持において、maSter  
regulatorytranBCriptionfactorとしての役割を持っていることが既に示されている。我々は  
TTF・1を発現する肺腺癌細胞株の一部（おそらくTRUlineage由来と考えられる）が生存におい  







論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は肺の発達とterminalrespiratoryunit（TRU）細胞の機能維持に重要な役割   
をなすthyroidtranscriptionfactor・1（TTF・1）が肺腺癌の増殖などにどのような役   
割を担っているかを検討したものである。RNAiによるTTF・1の抑制が2種類の肺   
腺癌細胞株に増殖抑制とアポトーシスをもたらした。TTF・1を発現している腫瘍組  







よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
